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に,新潟県立中央病院内科にて加療した成人の急性非リ

ンパ性白血病 (以下 ANLL)症例60例を対象とし検討

した.

1932年の Warren らの判定基碑に基づき重複癌を診

断し,一次癖の治療に抗癌剤による化学療法か放射線療

法が,単独または併周されており,-次癌と白血病発症

の間隔が6ケ月以上の症例を治療関連白血病と判定し,

解析した.

【結果】ANLL60症例のうち,治療関連白血病の診断

基準に合致した症例を5例認め,5例ともに1995年以

降に ANLLを発症していた.症例のまとめを表に示

す.

【考察】治療関連白血病の増加要因として,痛に対す

るいわゆる集学的治療法の進歩による治癒 (寛解)率の

向上と.抗腫壊剤の進歩が挙げられており.症例の解析

と蓄様により,発症の予防と治療の向上が望まれる.

8)AMLに対する自己末梢血幹細胞移植併用

大豊化学療法 phase H pi豆otstudy

今井 洋介 ･広瀬 貴之
石黒 卓朗 ･張 高明(諾 品 晶 系会)

第一寛解期の AMLに対する自己末梢血幹細胞移植

の臨床効果は現在のところ確立されていない.我々は今

回.第一寛解期 AMLに対する自己末梢血幹細胞移植

の phaseⅡ Pilotstudyを行った.1993年12月以降.

標準化学療法にて完全寛解となった15歳から65歳までの

患者を対象とした.105症例を登録し,その年齢中央値

は45歳.男性が71名.女性が34名であった.そのうち,

56症例に対して自己末梢血幹細胞移植が行われた.46.7

%にあたる49症例は.種々の理由で移植が行われなかっ

た.採取した幹細胞については,フローサイトメトリー

にてCD34階性細胞数を測定.その中央値は,2.3×106/

kgで.earlycollection と,latecollectionの間に

差はなかった.移植前治療としては.BU/CY群と,G-
CSFcombinedBEA群とに分けて行い,後者では特

に.副作用として重篤な口内炎を生じた.移植後14-16日

後にはおおよそ,好中球500,血小板2万程度まで骨髄

槻能の回復を得ることができた.移植症例全体の長期
DFSは58.8%に達し.その中央値は684日であった.

限られた症例数と,短い観察期間ではあったが.今回の

phaseⅡstudyの結果,AML における自己末梢血

幹細胞移植併用大量化学療法は reasible であ り,

AMLの寛解番人後療法として有望であることが示さ

れた.この結果をふまえ,現在,lstCRの AMLを

対象として,維持療法群と,自己末梢血幹細胞移植群と

に分ける無作為臨味試験が進行中である.


